
地
域
内
の
安
全
点
検

　
　           

（
見
守
り
、
連
絡
体
制
）

○
危
険
箇
所
の
確
認

○
消
火
器
、
ロ
ー
プ
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど 

　
必
要
な
備
品
の
整
備

防
災
知
識
の
普
及
や
啓
発

○
講
習
会
の
開
催

○
行
政
へ
の
相
談　

防
災
訓
練
の
実
施

○
避
難
誘
導
訓
練

○
初
期
消
火
訓
練

○
応
急
救
護
訓
練

○
救
出
訓
練

○
情
報
収
集
伝
達
訓
練

○
給
食
給
水
訓
練

特
集

地
域
の
力
で
防
災
を

�

～
自
主
防
災
で
ま
ち
を
守
る
～

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
に
は
、「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
」と
い
う『
自
助
』の
精
神
と
、

「
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
『
共
助
』
の
精
神
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
際
は
、
自
主
防
災
組
織
や

民
生
委
員
、
福
祉
委
員
、
消
防
団
な
ど
が
率
先
し
て

安
否
確
認
や
避
難
所
設
営
に
あ
た
る
な
ど
、
地
域
に

よ
る
自
主
防
災
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
巨
瀬
町
の
取
り
組
み
な
ど
を
例
に
、
自
主

防
災
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問 

総
務
課 
☎（
21
）０
２
０
９

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、
防
災
活
動
を

自
主
的
か
つ
組
織
的
に
行
う
た
め
に
、

行
政
区
な
ど
を
単
位
と
し
て
結
成
す
る

団
体
を
い
い
ま
す
。

　
大
規
模
災
害
の
直
後
は
交
通
網
や
通

信
網
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
混
乱

し
、
行
政
に
よ
る
救
出
や
支
援
が
行
き

届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
消
防
や
警
察
、
自
衛
隊
な
ど
が
到

着
す
る
前
に
地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力
し

て
避
難
誘
導
や
安
全
確
認
、
救
助
活
動

な
ど
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

役
割
を
担
う
の
が
自
主
防
災
組
織
で

す
。

　

市
で
は
、
17
団
体（
平
成
30
年
９
月

末
現
在
）が
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し

て
い
る
ほ
か
、
各
地
域
で
防
災
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
は
、「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」

と
い
う
理
念
の

も
と
に
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

特集　地域の力で防災を

各
地
域
で
結
成

　
　
　「
自
主
防
災
組
織
」

自
主
防
災
組
織
の
活
動

○ 

情
報
収
集
伝
達
活
動

○
初
期
消
火
活
動

○ 

救
護
救
出
活
動

○
避
難
誘
導
活
動

○
給
食
給
水
活
動

平
常
時
の
活
動

災
害
時
の
活
動

対
象
事
業

①
自
主
防
災
組
織
新
規
設
置
補
助
…
新

し
く
組
織
を
設
置
し
た
と
き

②
防
災
訓
練
等
活
動
補
助
…
防
災
情
報

の
伝
達
や
避
難
誘
導
な
ど
災
害
を
想
定

し
た
訓
練
、
地
域
内
の
点
検
や
対
策
な

ど
の
活
動

③
防
災
資
機
材
整
備
補
助
…
地
域
内
で

の
一
時
的
な
避
難
を
想
定
し
た
備
蓄
、

応
急
的
な
災
害
対
策
に
要
す
る
資
機
材

の
購
入

補
助
金
額（
上
限
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
集
合
体
で

概
ね
50
世
帯
以
上
の
自
主
防
災
組
織

① 

自
主
防
災
組
織
新
規
設
置
…
10
万
円

② 

防
災
訓
練
等
活
動
…
３
万
円

（
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
た
場
合
は

受
講
料
な
ど
を
加
算
）

③
防
災
資
機
材
整
備
…
10
万
円（
２
回

目
以
降
半
額
）

町
内
会
な
ど
の
単
位
で
20
世
帯
以
上
の

自
主
防
災
組
織

① 

自
主
防
災
組
織
新
規
設
置
…
３
万
円

②
防
災
訓
練
等
活
動
…
１
万
円

③
防
災
資
機
材
整
備
…
５
万
円（
２
回

目
以
降
半
額
）

自
主
防
災
組
織
の

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す

 

台
風
24
号
が
市
内
を
襲
う

　

９
月
30
日
に
台
風
24
号
が
接
近
し
、

市
内
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
河
川
の
増
水
に
よ
り
国
道
１
８
０
号

や
３
１
３
号
な
ど
が
通
行
止
め
、
高
倉

町
田
井（
肉
谷
地
区
）で
は
道
路
に
土
砂

が
流
れ
込
み
通
行
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。

　
当
日
は
集
会
所
な
ど
へ
自
主
避
難
し

た
人
も
含
め
、
市
内
19
カ
所
の
避
難
所

に
午
後
９
時
時
点
で
最
大
１
８
３
人
が

避
難
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
道
施
設
の
取し
ゅ

水す
い

井せ
い

に
濁
り

が
発
生
し
、津
川
町
八
川
や
巨
瀬
町
で
は

10
月
６
日
ま
で
断
水
と
な
り
ま
し
た
。

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
も
、
今

後
も
気
象
情
報
な
ど
に
注
意
し
て
早
め

の
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

冠水した国道 180号

土砂が溜まった道路

3 H30 (2018) 10 月 2H30 (2018) 10 月


